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る。そして管路長， ばね定数， 圧力，弁リフト，流れ方向， 円すい角，油温などを変えて実験
し，理論とよく一致することを確かめている。その結果，弁が発振を起す振動数の範囲は，ばね
定数， 弁リフトを小さく， 弁入口圧力を大きくすると広がる傾向にあることを明らかにしてい
る。
第 5 章は本論文の結論である。
論文の審査結果の要旨
本論文は油圧回路に用いられる円すい型ポペット弁の諸特性の解明を試みたもので，その業績
を要約すればつぎのとおりである。
(1) 収縮係数をポテンシャ Jレ流，速度係数を粘性流の計算から求め，流量係数を計算し，実験と
よく一致する結果を得た。すなわち本論文によって円すい型ポベット弁の流量係数の計算式が
確立した。
(2) 妥当な仮定のもとに運動量の定理を応用し，非定常状態における弁の軸すい力の計算式を求
め，定常状態で実験値とよく一致することをたしかめ，軸すい力計算式を確立した。
(3) 上述の流量係数と軸すい力の計算結果を用い，弁の運動方程式をたて安定条件を導いた。そ
して実験と理論がよく一致することをたしかめ，弁の安定な動作状態について有用な結論を得
ている。
以上のように，本論文は円すい型ポベット弁の流量特性，すい力特性，振動特性に新しい知見
を加えたもので，油圧工学に寄与するところが大きく，博士論文として価値あるものと認める。
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